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◆リニア中央新幹線の路線 
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 広域交通網の更なる充実                              

都市圏の構造の変化 

大都市圏の玄関口としての駅前空間

災害に対する安全性

ターミナル駅としての機能

まちの魅力と連続性
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◆広域鉄道ネットワーク 

◆広域道路ネットワーク 
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リニア名古屋市ターミナル駅
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〈　凡　例　〉
都市再生緊急整備地域 特定都市再生緊急整備地域

※都市再生緊急整備地域とは、都市開発事業等を通じて緊急かつ重点的に市
街地の整備を推進すべき地域

※特定都市再生緊急整備地域とは、都市再生緊急整備地域のうち、都市開発
事業等の円滑かつ迅速な施行を通じて緊急かつ重点的に市街地の整備を推
進することが都市の国際競争力の強化を図る上で特に有効な地域
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ビジネス拠点・交流拠点に必要な都市機能を強化する 

取組み１ 

（業務・支援機能のイメージ） 

（ビジネス交流機能のイメージ） 

（技術等を発信する機能のイメージ） 

（大学・専門学校等のイメージ） 

○シェアオフィス  複数の利用者が同じスペースを共有するオフィス。入居者間の交流を通した人脈形成やイノベーションを付加価
値とする施設が多い。 

○インキュベーションオフィス  起業予定者や起業後間もない企業を支援する施設。専門家による経営支援が行われる施設が多い。
○交流サロン  様々な業界や職種の就業者が集い、情報交換や人脈形成、企業交流を育む場。 



 

 - 12 -

取組み２

（集い・憩い・滞留し、交流できる空間のイメージ） 

（観光・情報案内、文化発信機能のイメージ） 

（商業機能のイメージ） 

（宿泊機能のイメージ） 

○サービスアパートメント  フロントサービスやハウスクリーニングサービスなどホテルのようなサービスが受けられる賃貸マ
ンション。通常１か月程度から借りられ、家具家電及び日用品が付属しているのが一般的。 

○ゲストハウス  比較的安価な料金で利用できる、バックパッカーの利用などに主眼を置いた宿泊施設。リビングなどの共同ス
ペースで他の旅行者との交流ができるのが特徴。 
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◆主な開発事業と都市機能の立地 

笹島線

〔名古屋駅〕

名古屋駅周辺
地下公共空間整備

椿町線

中京テレビ
新社屋

ロイヤルパークスＥＲ
ささしま

愛知大学
名古屋校舎（第１期）

愛知大学
名古屋校舎（第２期）

グローバルゲート

モード学園
スパイラルタワーズ

名駅再開発
（名鉄）

ミッドランド
スクエア

名古屋クロスコートタワー

（仮称）新・第二豊田ビル

アクアタウン納屋橋

産業技術記念館

ウィンクあいち

名古屋
プライムセントラルタワー

名古屋ルーセントタワー

大名古屋ビルヂング

JPタワー名古屋

JRゲートタワー

JICA中部

JRセントラルタワーズ

ノリタケの森

センチュリー豊田ビル

名古屋三井ビルディング新館

国際センター

納屋橋東地区
市街地再開発事業
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N

会議・展示等機能
（会議室、ホール、展示場施設等）
就業支援機能（子育て支援施設、健
康増進施設、医療施設等）

ギャラリー等

観光案内機能

宿泊機能（国際観光ホテル整備法の
登録ホテル・旅館）

宿泊機能（上記以外のホテル・旅館）

大学・専門学校等

既存 計画主な都市機能

　　　主な開発事業（完了）

開発事業（事業中・計画中）

〈　凡　例　〉 〔ささしまライブ 24 地区〕
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駅・駅前広場を中心に象徴的空間を形成する 

取組み３ 

（空間形成の考え方） 

 ○ビスタ      両側に並木や建築物などが並んだ奥行きの深い眺めで、「通景」や「見通し景観」などともいう。 
○アイストップ   人の視線を受け止め、注意を引くためのオブジェや建築物等のこと。 

◆名古屋駅東西の空間構成 
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リニア駅周辺街区の面的整備を推進する 

取組み４ 

 

〔調整事項〕 面的なまちづくりの手法・対象区域、リニア計画との整合、地下街店舗・設備等の移設などの機能確保

・顔づくり、拠点づくり 
・上部空間の有効活用 
・道路再編 

（上部空間の有効活用例） 
・防災機能を有する広場空間の確保 
・リニア駅周辺街区への地下動線の確保 
・タクシー滞留機能や一般車送迎機能の配置 
・観光･ツアーバス等の乗降機能、自転車駐車場の配置 

〔検討すべき内容〕 
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防災性が高く、エネルギー効率の高いまちを形成する 

取組み５ 

（帰宅困難者対策） 

（浸水対策） 

 

◆現在進めている名古屋駅周辺における浸水対策の主な内容 
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（地下街の改善） 

（建築物の防災性向上） 

◆名古屋駅周辺の地下街の変遷 
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取組み６ 

（建築物の環境性能向上） 

（エネルギーの面的利用） 

◆名古屋駅周辺の地域冷暖房
ネットワークの状況（概略図） 

○CASBEE名古屋 
「CASBEE（建築環境総合性能評価システム）」とは、環境性能で建築物を評価し格付けする手法。「CASBEE 名古屋」は、
室内環境などの環境品質と、エネルギー、資源、CO2などの環境負荷について評価を行うもので、S、A、B＋、B－、Cの５
つのランクに格付けされる。 
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誰にでもわかりやすく利用しやすい乗換空間を形成する 
 
取組み１ 
 
 
 

（リニアと各交通機関との乗換の考え方） 

 
 
 

◆リニアと各交通機関との乗換のイメージ
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取組み２ 
 
 
 

（交通機関相互の乗換動線の考え方） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リニア 

地下鉄東山線
地下鉄桜通線 
あおなみ線 
路線バス 

東海道新幹線
JR在来線 

名鉄線 近鉄線 
高速バス・ツアーバス 

タクシー
一般車 
（駐車場） 

◆円滑な乗換空間のイメージ 
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取組み３ 
 
 
 

（わかりやすい乗換空間の考え方） 

 
 
 

◆（仮称）ターミナルスクエアのイメージ
（断面イメージ） （平面イメージ） 

乗換空間
（ターミナルスクエア） 

乗換空間
（ターミナルスクエア） 

駅･改札 駅･改札 

駅･改札 

◆わかりやすい乗換空間の例 

金山総合駅 

中部国際空港セントレア
アクセスプラザ 
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注）各交通施設については位置を特定
するものではありません。 

・中央コンコースと地下鉄東山線を結ぶ、できる限り直線的
な乗換動線を確保 

・ＪＲ（リニアを含む）、名鉄線、近鉄線、地下鉄間の乗換動
線をできる限り直線化し、視認性の高い広場空間を確保 

・東海道新幹線、地下鉄桜通線、あおなみ線、
地下駐車場間の動線をできる限り直線化 

・リニアと地上部の交通施設、地下駐車場を
結ぶ動線を確保 

〔取組み２、３において検討すべき内容〕

〔調整事項〕 駅前広場の交通機能の確保、地下街店舗・設備等の移設などの機能確保、リニア計画との整合、 
名鉄名駅再開発計画との整合、名鉄名古屋駅北口改札機能の再配置 
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取組み４ 
 
 
 

（案内サイン充実の考え方） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リバプールストリート駅/ロンドン 

◆案内サインの例 

成田空港 小倉駅 
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交通施設を効率的・効果的に配置する 
 
取組み５ 
 
 
 

（道路系交通施設の適切な配置の考え方） 

 
 

 
 
 
 

〔検討すべき内容〕

見通しの良い広場、ゆとりある滞留空間を確保
・タクシー、一般車乗降機能の再配置
・タクシー滞留車両の適正化のための
新たな運行システムを構築 
・ロータリー交差点の改良 

・タクシー、一般車乗降機能の再配置
・タクシー滞留車両の適正化のための
新たな運行システムを構築 
・観光･ツアーバス等の乗降機能、自
転車駐車場の配置 

・一般車乗降機能を備えた
駐車場整備など、駅との
円滑な乗換動線を確保 
・名鉄バスセンターの再整
備 

・駅ビルへのアクセス性の
確保とタクシー乗降場
など交通結節機能の再
配置 

〔調整事項〕タクシー等滞留機能の確保、荷捌き施設の移設先の確保、駐車場設備等の移設先の確保、道路空間再配
分による自動車交通への影響検証、リニア計画との整合、名鉄名駅再開発計画との整合、名鉄名古屋駅
北口改札機能の再配置、通過交通抑制の具体的方法 
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取組み６ 
 
 
 

（駅東西のネットワーク強化の考え方） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆各階層による東西ネットワーク

椿笹島町線の快適
な歩行環境の整備 

〔検討すべき内容〕 

〔調整事項〕リニア計画との整合、地下街店舗・設備等の移設などの機能確保、椿笹島町線の自転車駐車場機能の確保 

駅東西を結ぶ新たな通路の確保（地上）

駅東西を結ぶ新たな通路の検証

既存通路の有効活用 
・中央コンコースの初めての人に対す
るわかりやすさ利用しやすさの向上
・ファッションワン、地下鉄桜通線コ
ンコースなどの改善･強化 
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取組み７ 
 
 
 

（南北ネットワークの考え方） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔検討すべき内容〕 

◆重層的な南北ネットワークのイメージ（駅東側）
笹島 
方面 

牛島
方面 

駅 

〔地上〕歩行者の主動線を形成

〔地下〕移動の利便性･快適性
を向上 

〔上空〕巧みな動線形成と魅
力づくりの仕掛け 

重層的なネットワークのイメージ
/ベルリン中央駅 
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地下広場空間のイメージ 

広場空間を確保

南北動線の直線化

ささしま地区、名駅南
地区への通路の整備 
（名古屋駅周辺地下公
共空間整備） 

民間再開発等にあわせ
南北動線を確保 

南北動線の拡充

（上空･地上部） （地下部） 

建物内貫通通路のイメージ 
/ＪＲゲートタワー（計画） 

南北動線の確保･拡充

民間再開発等にあわせ
重層的な南北動線を確保 

〔調整事項〕地下鉄東山線設備等の機能確保、地下街店舗・設備等の移設などの機能確保、リニア計画との整合、
名鉄名駅再開発計画との整合 
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広域道路ネットワークへのアクセス性改善を推進する 
 
取組み８ 
 
 
 

 
（アクセス性向上の考え方） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔検討すべき内容〕

駅との結節を含め
た高速道路ネット
ワーク全体の充実 

〔調整事項〕 自動車専用道路網のあり方、駅周辺の市街地に与える効果・影響

椿町線、笹島線の
整備･活用 

・駅から高速道路へ
のアクセス道路の
改良 
・高速道路出入口の
追加･改良等 


